
人一生の育ちの前提
01. 人一生の育ち　-P.01

人本来の育ちの可能性　まとめ

生命エネルギー 成熟した自我

０歳 ７歳 １４歳 ２１歳

中学校期 高校期 大学・大学院期幼保期 小学校期

社会人期

自分は
自分でいい

行動主体である
主体性の感覚確立

他者・社会との関係
の基盤確立

他者・社会との関係
の基盤確立

実社会に実践的に
関わる

社会の最先端・最深部の更新

自分たちのことは
自分たちでできる

私は社会と
つながっている
参加している

私は
世界を
変えられる

私は
知を創出する

私が私と世界を
幸せにする

自分が自分でいてよい

という自己肯定感

社会全体の仕組みや自分

と社会との関わりを理解

する主体感覚

自ら成長し続け、自分と

コミュニティと社会の

幸福に関わる主体感覚

知の創造によって

社会を更新する行動の

主体感覚

社会と関わり影響を

与えることのできる

主体感覚

自分の成長をデザインし、自分と周りを
幸せにする

知性体感情体

他者との関わりと

合意形成が可能である

主体感覚
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